幾何学特論第13講
復習（再掲）
原点Oを中心として半径rの円O ( = ) に関する反転fを考える。
すなわち円Oに関する反転fを、平面上で各点P(x,y)に対し、半直線OP上において、
OP×OQ =ｒ²となる点Q(X,Y)を対応させる変換とする。
（蛇足：　Pが原点 (0,0) のとき、Qは無限遠点（∞）になる。Pが無限遠点∞のとき、Qは原点 (0,0) になる。と、考える。）
次に、f(P)=Q 即ち f(x,y) = (X,Y) となるための (x,y) と (X,Y) の関係を調べる。
要するに、 =  (OP・OQ = r²)となるように半直線OP上で点Qを定めている。
　　　[image: ]
 = × = × = ()² = ()² = 
　よって、OQ = ・OP 　　同様にOP = ・OQ
 即ち、 =  　　同様に  =  
成分表示して、(X,Y) =  (x,y) 　　同様に(x,y) =  (X,Y)
また、OQ = ・OP より 　＝　・ = 
演習　r=1 とし、円Oを原点O(0,0)中心の単位円とする。
問　単位円Oを中心とする反転fによって、次の点は何処に移るでしょうか。
(1) 点()  (2) 点(1,0) (3)点(2,2) (4)原点O(0,0)
答　（1）(1,1) (2) (1,0) (3) () (4) ∞
問　以下の円が、単位円Oを中心とする反転fによって、如何なる図形に移るでしょうか。
(1) 円 (x－)²+y² = （中心(,0) 半径 ）
・・・円O内部で原点Oを囲まない円
(2) 円 x²+y² = （中心(0,0) 半径 ）
・・・円O内部で原点Oを囲む円
(3) 円 (x－)² + y² = （中心(,0) 半径 ）
・・・円O内部で原点Oを通る円
(4) 円x²+(y－1)² = （中心(0,1) 半径 ）・・・円Oと交わる円
(5) 円(x－1)²+(y－1)² = 1（中心(1,1) 半径 1）・・・円Oと直交する円
(6) 円x²+(y－1)² = （中心(0,1) 半径 1）
・・・円Oと交わり中心Oを通る円

[bookmark: _GoBack](Hint) (x,y) =  (X,Y)  即ちx =  , y =  を代入して整理する。  +  =  =  と約分できるので、そのあと () を掛けると分母を払える。 を掛けると後が面倒。
(1)（中心(,0) 半径  の円） (2) （中心(0,0) 半径  の円）
(3) 直線 X=  (4)（中心(0,) 半径  の円）
(5) （中心(1,1) 半径 1の円） (6)直線 Y=
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